
１　はじめに

私は、2024年４月、判事補の弁護士職務経験の制

度により弁護士となり、大阪弁護士会では、法教育委

員会に所属し、毎月の部会に参加したり、法教育関係

の行事に参加したり、高校や少年院への出張授業を

行ったりと、様々な活動をさせていただきました。

2026年３月末をもって弁護士職務経験の任期を終

え、裁判所に戻ることになりましたので、法教育委員

会からも卒業することとなります。法教育委員会の活

動の中で印象に残ったことは多々あるのですが、ここ

ではこの２年間の法教育委員会で特に印象に残った、

法教育関係のイベントへの参加について振り返りたい

と思います。

２　法教育関係のイベントへの参加

（1）�「ほうりつのがっこう」�

（小学生向け法教育イベント）

大阪弁護士会では、小学生向けに、例年３月の春休

み期間に、「ほうりつのがっこう」と題した法教育イ

ベントを実施しています。「ほうりつのがっこう」で

は、子どもたちに、半日又は１日かけて法廷傍聴や法

教育授業（身近なもめごとに関する合意形成や模擬裁

判など、その年によってプログラムが異なる）に参加

してもらっています。私は、法廷傍聴の付添や、法教

育授業・模擬裁判の当事者・調整役などとして、イベ

ントに関与させていただきました。

（2）�「ジュニアロースクール」�

（中学生向け法教育イベント）

大阪弁護士会では、中学生向けに、例年８月の夏休

み期間に、「ジュニアロースクール」と題した法教育

イベントを実施しています。「ジュニアロースクール」

では、２日間にわたって、子どもたちに、法廷傍聴、

法教育授業（身近なもめごとに関する合意形成）や模

擬裁判などに参加してもらいます。私は、模擬裁判の

調整役や、法教育授業の当事者役などとして、イベン

トに関与させていただきました。

（3）高校生模擬裁判選手権

日本弁護士連合会では、毎年８月に、「高校生模擬

裁判選手権」と題して、高校ごとにチームを作り模擬

裁判で競い合うイベントを実施しています。関西でも

20校が参加する関西大会が開催され、私も私自身の

母校である大阪府立三国丘高等学校の支援弁護士とし

て関与させていただきました。

（4）イベントに関わってみて感じたこと

小学生向けイベントでは、身近なもめごとについ

て、一緒に合意形成に挑戦してみようという授業で調

整役として関与したことがあったのですが、参加した

子どもたちは、いつも斬新なアイデアを提案してくれ

ます。どうしても「正解」的なものを知っている私か

らすると、なかなか誘導に乗ってくれなくてあたふた

したのですが、子どもたちを無理に「正解」に導くの

ではなく、弁護士側が議論を整理し見方を提示するこ
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とによって、今までよりちょっとだけ深く考えてもら

う（「正解」は求めない）こと、法律や社会のことを

少しだけ知ってもらうことを意識して関わるようにし

ました。（ちなみに、小学生のお子様をお持ちの事務

所の先生にもこういったイベントをやっているのでお

子様にぜひとお声がけしたところ、その先生からは、

お子様が法廷傍聴に参加されて、帰宅後には裁判につ

いてすごく楽しそうにお話をされていたと伺い、非常

に嬉しかったです。）

中学生向けのイベントでも、小学生向けより少し難

しい題材にはなりますが、同様に合意形成にチャレン

ジする内容の授業や、模擬裁判で調整役として関与さ

せていただきました。中学生になると、多少詰めの甘

いところはもちろんあるものの、小学生の子どもたち

より深い思考ができるようになり、みんなで議論をし

てよりよい結論を導くことができるようになっている

のを感じました。中学生になるとこちらの誘導に乗っ

てくれるのでそこに甘えて「正解」に導こうとしてし

まいたくなるのですが、ぐっとこらえて発言を減ら

し、どうしても抜けてしまいがちな観点や社会的な知

識を補うなどのサポートに徹し、できるだけ自分たち

で考えてもらうようにしていました。模擬裁判で量刑

をみんなで考えた際には、子どもたちだけでなく参加

していた保護者の皆様もいろいろと考えておられたよ

うで、家で親子で議論できる機会になればよいなとも

思います。

高校生模擬裁判選手権では、事前に支援弁護士が４

回～５回程度高校に支援に伺って、高校生たちが考え

る手助けをしています。題材もかなり難しい事案にな

るので、私自身、最初の１回～２回はこのままで大丈

夫かなと少し不安になっていました。しかし、彼ら 

彼女らの成長はすさまじいものがあって、３回目、４

回目、５回目、そして本番と、こちらが伝えていない

ことでもどんどん自分たちで考え、工夫し、作り上げ

ていくことに驚きと感動を感じました。正直にいう

と、高校生模擬裁判選手権自体は支援回数も多く、そ

れなりに負担も大きいのですが、生徒たちの成長を感

じられる機会なので、法教育委員会での活動の中では

一番楽しく、やりがいを感じたものだったように思い

ます。

いずれのイベントにも言えることですが、子どもた

ちが法曹について知る機会はなかなかなく、ほとんど

の子どもたちは、弁護士と話をすることも初めてのよ

うでした。こういったイベントには、まず法曹の仕事

内容を少し知ってもらい、将来の進路の一つとして考

えてもらうという役割もあると思っています。話をし

た子どもたちも学校の先生も保護者も、司法試験はも

のすごく難しい試験なのではないか、弁護士は就職難

なのではないかと思っておられるようで、法曹の仕事

の面白さであったり、現実的に進路として考えられる

仕事なのだということをお伝えしていました。もし、

イベントなどに参加してくれた子どもたちの中から、

法曹に興味を持ち、未来の法曹関係者となってくれる

人が出てくれると嬉しいなと思っています。

また、こういったイベントは、法律問題を通して、

多角的な視点から考える力、周りの人と議論をして相

手の意見がよりよいと思えば取り入れながらよりよい

解決を導く力、自分の考えることを説得的に説明する

力を子どもたちに身に付けてもらう一つの機会にも

なっているかと思います。上で述べたように、小学生

から高校生までの間の子どもたちの成長は著しく、そ

のほとんどは学校や家庭等で得られるものなのだと思

いますが、それはそれとして、学校の勉強からは少し

離れたところで、考える力、話し合う力などこれから

の社会を生きるための力を養うための機会の一つに携

われることは非常に嬉しいことだと感じました。

３　最後に

私自身、裁判所でも、ほんの少しではありますが法

教育に関わることがあり、興味を持っておりましたの

で、この２年間いろいろなイベント、法教育授業等に

楽しく関わらせていただきました。法律の本質的なこ

とを考えるきっかけにもなりますし、私個人としては
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子どもたちのキラキラした様子を見て日々の業務への

活力を抱く機会にもなり、非常によい経験となりまし

た。上の述べたもの以外にも少年院での授業なども担

当させていただき、裁判所でほんの少しではあります

が少年事件に携わったこともあった私としては、実際

に少年たちと裁判官という立場から離れて接し、少年

院の先生方とも意見交換することができ、大変勉強に

なったように思います。

学校の先生ともお話をすることがありましたが、以

前と比べても、キャリア教育がさらに重視されるよう

になってきたこと、コンプライアンスが以前にもまし

て重視される社会となり子どもたちも当然にこれを守

ることが求められること、高校以前の学校教育におい

ても多角的な視点から物事を見、深く考え、それを発

言し議論する力の育成が求められるようになってきた

ことから、法教育の重要性が高まっているように思い

ます。法教育関係のイベントについても毎年定員を超

える多数の参加希望者がおられますし、出張授業の実

施数は200クラスを超えていると聞いています。

私自身はイベントや法教育授業等に楽しく参加させ

ていただき、部会に顔を出す程度にしか関わってはい

なかったのですが、法教育委員会に所属の先生方が

日々業務の時間を縫ってイベントや授業等を運営され

ており、本当に感謝と尊敬の思いを感じておりまし

た。また、委員会を支えていただいている弁護士会の

職員の皆様にも厚く感謝申し上げます。これからも、

法教育がさらに充実し、法教育委員会の皆様がますま

す活躍されることをお祈り申し上げます。
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